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　7月21日の海の日、「市制施行50周年記念事業」と「こんにちは熊日ですイン宇土」とのタイアップにより、
市内各地でさまざまなイベントが開催されました。
　宇土マリーナでは、古代船『海王』の乗船・漕行体験や魚のつかみ取り大会、マテ貝採り体験などが開催され、
家族連れなどで賑わいました。

古代船「海王」漕ぎ手ボランティア18人による漕行披露

魚のつかみ取り大会
宇土雨乞い大太鼓保存会青年部
によるオープニングセレモニー



２うと市議会だより　第２２号

　

予　

算　

◆
平
成　

年
度
宇
土
市
一
般
会
計
補

２０

正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

　

歳
入
歳
出
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
４
２
７
３
万
５
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
１
３
７
億
４
２
７
３
万
５
千
円

と
す
る
。
補
正
の
主
な
内
容
は
、
市
制

施
行　

周
年
記
念
事
業
経
費
３
５
５
万

５０

７
千
円
、
賦
課
徴
収
費
２
１
９
２
万
２

千
円
で
あ
る
。

◆
平
成　

年
度
宇
土
市
公
共
下
水
道

２０

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
に
つ
い
て

　

歳
入
歳
出
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
５
９
４
万
円
を
追
加
し
、
総
額
を

　

億
８
８
０
６
万
円
と
す
る
。

１１

　

条　

例　

◆
ふ
る
さ
と
宇
土
応
援
寄
附
金
条
例

に
つ
い
て

　

地
方
税
法
の
改
正
に
よ
る
寄
付
金
税

制
の
見
直
し
を
受
け
、
市
を
応
援
す
る

人
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
寄
附
金
を
寄
付
者

の
意
向
に
沿
っ
た
事
業
に
活
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

・
寄
附
金
を
財
源
と
し
て
実
施
す
る
事

業
の
特
定

・
ふ
る
さ
と
宇
土
応
援
基
金
の
設
置

・
基
金
の
積
立
、
管
理
、
運
用
及
び
処

分
に
関
す
る
事
項
の
規
定

・
施
行
日　

平
成　

年
７
月
１
日

２０

◆
う
と
教
育
の
日
を
定
め
る
条
例
に

つ
い
て

　

市
制
施
行　

年
に
当
た
り
、
教
育
立

５０

市
を
目
指
す
市
の
基
本
姿
勢
を
明
ら
か

に
し
、
教
育
に
関
わ
る
取
組
み
を
推
進

す
る
た
め
、
教
育
の
日
を
定
め
る
も
の
。

・
教
育
の
日
を　

月
１
日
と
定
め
る
。

１０

・
市
、
学
校
、
関
係
機
関
・
団
体
、
市

民
等
と
の
連
携
・
協
力
に
よ
る
教
育

の
日
の
取
組
み
を
規
定

・
施
行
日　

平
成　

年
７
月
１
日

２０

　

契　

約　

◆
宇
土
市
公
共
下
水
道
宇
土
終
末
処

理
場
の
建
設
工
事
委
託
に
関
す
る

協
定
（
そ
の
７
）
の
締
結
に
つ
い

て

　

議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び

財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例

第
２
条
に
定
め
る
予
定
価
格
１
億
５
０

０
０
万
円
以
上
の
工
事
の
請
負
に
関
す

る
契
約
で
あ
る
た
め
、
議
会
の
議
決
を

要
す
る
も
の
。

　

協
定
の
金
額

　

２
億
１
５
９
０
万
円

　

協
定
の
相
手
方

　

日
本
下
水
道
事
業
団
（
東
京
都
）

　

　

人　

事　

◆
宇
土
市
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い

て

　

氏
名　
吉
永　

榮
治
（
敬
称
略
）

　

任
期　
平
成　

年
７
月
１
日

２０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
年
間
）　

　第２回定例会を６月９日から２４日まで１６日間の会期で開催しました。
　市長提出議案として、平成２０年度一般会計補正予算（第１号）など予算関係２
件、ふるさと宇土応援寄附金条例など条例関係４件、専決処分の報告及び承認関
係６件、宇土市監査委員の選任についての人事案件１件、その他３件、議員提出
議案として、国による公的森林整備の推進と国有林野事業の健全化を求める意見
書の１件が上程され、いずれも原案のとおり決定しました。
　なお、議案の主なものは下記のとおりです。

平成 20平成 20年年　第２回定例第２回定例会会

公
共
下
水
道
宇
土
終
末
処
理
場



３ 平成２０年８月１５日

安

案

按

闇
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　6月9日、第2回市議会定例会開会日冒頭に本会議場で、表彰状の伝達が行われました。
内容は、5月 28日、東京の日比谷公会堂で開催されました第84回全国市議会議長会定期
総会の席上におきまして、全国市議会議長会会長から岩本廣海議員が市議会議員として在
職25年の特別表彰、議長職として4年の表彰を、また、浜口議長が正副議長の職として4
年の表彰を授与されたものです。

浜口多美雄議長 岩本廣海議員

　第１回市議会臨時会を7月14日に開催
しました。
　市長提出議案として、平成20年度一
般会計補正予算（第２号）が上程され、
原案のとおり可決しました。これは、6
月の大雨災害に伴う経費として、9,964万
6千円を増額補正するものです。
　また、宇土市農業委員会委員の任期が
平成20年7月19日で満了することに伴
い、議会推薦として、下記の4人を推薦
することに決定しました。

　　田口　信夫　　　西山　誠一
　　浜口多美雄　　　福田　慧一　　
 （敬称略）　

市市議議会会議議員員表表彰彰市議会議員表市議会議員表彰彰

　全国で食の安全が叫ばれている中、市議会として何
か取り組みができないかとの考えから、8人の委員を
選任し、「宇土市議会地産地消推進議員連盟」を設置
しました。
　今後、「地産地消」についての認識を共通のものと
するために勉強会を行い、活動内容について、方向付
けをしていきます。
　委員（敬称略）
　　芥川幸子・山村保夫・上村雄二郎・西山宗孝
　　西山誠一・村田宣雄・田代厚志・中山新之助

平成 20平成 20年年
第１回臨時第１回臨時会会

宇土マリーナ物産館出荷協議会会長を招いての勉強会

「地産地消「地産地消」」
への取り組　への取り組みみ



４

一般質問

うと市議会だより　第２２号

市立図書館

住民サービスの充実を

ま
ち
づ
く
り
寄
附
条
例
に

つ
い
て 

芥
川
議
員　

本
市
を
応
援
す
る
全
国

の
方
よ
り
寄
附
を
募
り
、
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
の
「
ふ
る
さ
と
宇

土
応
援
寄
附
金
条
例
」
が
制
定
さ
れ

る
が
寄
附
金
の
活
用
策
は
。

池
田
総
務
企
画
部
長　

教
育
・
子
育

て
・
環
境
の
３
項
目
を
予
定
し
て
い

る
。災

害
時
要
援
護
者
支
援
対

策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て 

芥
川
議
員　

昨
年
９
月
「
災
害
時
要

援
護
者
避
難
支
援
制
度
」
が
創
設
さ

れ
、
台
帳
登
録
の
申
請
が
開
始
さ
れ

て
い
る
が
、
台
帳
整
備
の
進
行
状
況
、

情
報
の
内
容
、
要
援
護
者
の
範
囲
等
、

ま
た
「
要
援
護
者
支
援
班
」
を
設
置

し
て
い
る
か
。

朽
木
健
康
福
祉
部
長　

集
ま
っ
た
情

報
は
、
１
千
件
を
超
え
入
力
作
業
を

進
め
て
い
る
。
内
容
は
、
①
要
援
護

者
個
人
に
関
す
る
情
報
、
②
要
援
護

者
の
家
族
等
に
関
す
る
情
報
、
③
要

援
護
者
の
居
宅
等
に
関
す
る
情
報
等
。

要
援
護
者
の
範
囲
は
、
自
力
で
避
難

で
き
な
い
方
は
全
て
含
ま
れ
る
と
判

断
し
て
い
る
。
要
援
護
者
支
援
班
の

設
置
に
つ
い
て
は
、
庁
内
検
討
委
員

会
を
設
置
し
、
要
援
護
者
支
援
対
策

を
進
め
て
い
る
。
こ
の
組
織
が
そ
の

ま
ま
支
援
班
に
移
行
す
る
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て 

芥
川
議
員　

公
園
の
環
境
整
備
、
管

理
に
つ
い
て
。

久
多
見
建
設
部
長　

都
市
公
園
面
積

は
、
一
人
当
た
り
約
６
㎡
で
、
国
県

平
均
よ
り
３
㎡
程
下
ま
わ
っ
て
お
り
、

計
画
的
に
区
域
指
定
す
る
予
定
。
遊

具
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
日
常
の
目

視
点
検
、
年
１
回
の
総
合
点
検
を
実

施
し
、
公
共
施
設
全
体
を
一
括
対
象

と
し
た
保
険
制
度
が
あ
る
。
今
後
、

質
的
向
上
を
目
指
し
た
公
園
整
備
を

進
め
て
い
く
。

芥
川
議
員　

本
市
立
図
書
館
の
現
状

と
環
境
整
備
に
つ
い
て
。

山
内
教
育
部
長　

市
立
図
書
館
は
、

　

年
前
に
開
設
さ
れ
、
４
年
前
に
は

３１バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
事
業
を
行
い
、
６

年
前
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

本
の
予
約
や
検
索
が
自
宅
か
ら
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
も
提
供
し
て
い
る
。
市

内
７
地
区
公
民
館
内
に
児
童
図
書
コ

ー
ナ
ー
の
設
置
を
計
画
し
て
い
る
。

資
源
ゴ
ミ
の
分
別
収
集
に

つ
い
て 

芥
川
議
員　

廃
食
用
油
・
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
・
な
べ
、
釜
類
・
大
型
ゴ
ミ

の
回
収
に
つ
い
て
、
今
後
の
方
針
は
。

小
沢
市
民
環
境
部
長　

廃
食
用
油
・

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
回
収
資
源
化

に
つ
い
て
検
討
。
な
べ
、
釜
類
は
、

清
掃
セ
ン
タ
ー
で
本
年
度
中
に
分
別

施
設
を
設
置
し
、
選
別
を
行
う
。
大

型
ゴ
ミ
の
回
収
は
、
市
環
境
課
で
、

収
集
運
搬
業
者
を
紹
介
し
て
い
る
。

芥
川
幸
子
議
員

（
公
明
党
）



５

一般質問

平成２０年８月１５日

6月の大雨により氾濫した潤川

災害に強い地域づくり

農
水
省
の
農
政
改
革
の
見

直
し
へ
の
対
応 

村
田
議
員　

平
成　

年
度
が
ス
タ
ー

２０

ト
し
た
。
特
に
米
政
策
や
品
目
横
断

的
経
営
安
定
対
策
が
大
き
く
軌
道
修

正
さ
れ
た
。
そ
こ
で
米
政
策
の
緊
急

一
時
金
の
面
積
基
準
は
。

園
村
経
済
部
長　

本
年
度
の
生
産
調

整
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
須
条
件
で

あ
る
。
そ
し
て
緊
急
一
時
金
の
基
礎

と
な
る
面
積
は
、　

年
度
の
水
稲
作

１９

付
け
面
積
か
ら
減
少
し
た
面
積
で
あ

る
。　

年
度
生
産
調
整
達
成
者
に
は
、

１９

反
当
り
５
万
円
。
未
達
成
者
に
は
、

反
当
り
３
万
円
で
あ
る
。

村
田
議
員　

品
目
横
断
的
経
営
安
定

対
策
は
、
地
域
の
実
態
に
即
し
た
所

要
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の

内
容
は
。

園
村
経
済
部
長　

市
町
村
特
認
制
度

の
認
定
を
受
け
れ
ば
加
入
が
可
能
と

な
る
。
こ
の
制
度
は
認
定
農
業
者
、

集
落
営
農
組
織
等
で
「
宇
土
市
地
域

農
業
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
担
い
手
と
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま

た
認
定
農
業
者
の
年
齢
制
限
を
廃
止

す
る
な
ど
弾
力
化
も
さ
れ
て
い
る
。

収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策
も
見
直
し

さ
れ
積
立
金
２
・　

％
か
４
・
５
％

２５

の
選
択
性
に
な
っ
て
い
る
。

村
田
議
員　

農
水
省
は
全
国
約　

万
３８

佐
（
宇
土
市
１
４
１
佐
）
の
耕
作
放

棄
地
の
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
を

本
年
夏
か
ら
実
施
す
る
。
そ
の
調
査

の
内
容
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
。

園
村
経
済
部
長　

昨
年
、
市
及
び
農

業
委
員
会
で
実
施
し
た
耕
作
放
棄
地

実
態
調
査
を
基
に
８
月
、
９
月
に
か

け
て
農
業
委
員
２
人
以
上
で
一
筆
毎

に
調
査
す
る
。
そ
の
調
査
は
３
種
類

に
区
分
す
る
。
農
地
、
非
農
地
等
の

判
断
は　

月
ま
で
に
農
業
委
員
会
総

１２

会
で
議
決
す
る
。
そ
の
結
果
を
踏
ま

え
市
は
３
月
ま
で
に
解
消
計
画
を
策

定
す
る
。

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り

に
つ
い
て 

村
田
議
員　

緑
川
河
川
堤
防
に
お
け

る
大
型
土
の
う
設
置
に
つ
い
て
。

久
多
見
建
設
部
長　

大
型
土
の
う
積

の
よ
う
な
仮
設
的
な
も
の
は
、
市
の

水
防
活
動
の
一
環
で
行
う
必
要
が
あ

る
。
特
に
低
い
箇
所
に
つ
い
て
は
、

地
元
の
住
民
、
消
防
団
の
意
向
を
確

認
し
、
国
交
省
、
宇
城
警
察
署
と
の

協
議
が
整
え
ば
適
切
な
対
応
を
行
う
。

村
田
議
員　

南
部
農
免
道
路
重
点
区

間
１
千
ｍ
（
城
塚
）
の
雨
水
排
水
対

策
に
つ
い
て
は
、
道
路
の
下
部
に
１

ト
ン
貯
水
槽
を
２
ヶ
所
設
け
雨
水
を

集
合
さ
せ
、
農
道
と
各
谷
合
に
排
出

し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
対
策
は
。

園
村
経
済
部
長　

県
営
事
業
の
対
象

と
な
ら
な
い
下
流
部
に
つ
い
て
は
分
散

す
る
こ
と
で
地
元
に
対
策
案
を
示
し

て
お
り
、
地
元
の
意
向
を
十
分
把
握

し
、
県
と
も
検
討
し
改
善
に
努
め
る
。

村
田
宣
雄
議
員

（
無
所
属
）



６

一般質問

うと市議会だより　第２２号

宇土市役所庁舎　

宇土市の財政は大丈夫

「
宇
土
市
財
政
健
全
化
推

進
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
」
宇

土
市
の
財
政
は
大
丈
夫 

上
村
議
員　

小
泉
内
閣
の
も
と
出
さ

れ
た
三
位
一
体
の
改
革
は
、
地
方
に

大
き
な
影
響
を
与
え
、
宇
土
市
で
は

緊
急
対
策
と
し
て
、
財
政
健
全
化
推

進
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
す
で
に
３
年

が
経
過
し
た
。
プ
ラ
ン
の
取
り
組
み

内
容
、
今
後
の
財
政
見
通
し
に
つ
い

て
。

池
田
総
務
企
画
部
長　

三
位
一
体
の

改
革
に
よ
る
本
市
へ
の
影
響
額
は
約

５
億
円
が
見
込
ま
れ
た
。
財
政
健
全

化
推
進
プ
ラ
ン
で
は
、
職
員
数
の
削

減
や
補
助
金
の
見
直
し
な
ど
歳
入
歳

出　

の
施
策
を
実
施
し
た
。
結
果
、

１１
平
成　

年
度
で
４
億
１
１
０
０
万
円
、

１７

平
成　

年
度
で
４
億
３
５
０
０
万
円

１８

の
効
果
が
あ
っ
た
。
平
成　

年
度
は

１９

現
在
分
析
中
。

　

今
後
の
財
政
見
通
し
は
、
健
全
化

推
進
プ
ラ
ン
に
よ
っ
て
改
善
傾
向
に

あ
る
。
平
成　

年
度
の
財
政
調
整
基

１６

金
と
減
債
基
金
の
残
高　

億
８
０
０

１２

０
万
円
が
、
平
成　

年
度
末
に
は
６

１９

億
３
０
０
０
万
円
ま
で
落
ち
込
む
と

予
測
し
て
い
た
が
、
現
在
残
高
は
９

億
５
０
０
０
万
円
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

「
市
行
財
政
改
革
大
綱
・

お
役
所
言
葉
の
改
善
に
つ

い
て
」
市
民
に
理
解
で
き

る
言
葉
づ
か
い
を          

上
村
議
員　

市
役
所
の
仕
事
の
成
否

は
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
市
の
仕
事
の

内
容
を
い
か
に
正
し
く
理
解
し
、
協

力
を
し
て
い
た
だ
け
る
か
に
か
か
っ

て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
意
思
を

正
し
く
伝
え
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、

文
語
・
口
頭
を
含
め
た
お
役
所
言
葉

（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
の
改
善

が
必
要
で
あ
る
が
。

池
田
総
務
企
画
部
長　

市
で
は
、
市

政
へ
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
や
参

加
を
促
す
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、

お
役
所
言
葉
の
見
直
し
手
引
き
を
作

成
し
、
分
か
り
や
す
い
文
書
の
作
成

に
努
め
て
い
る
。
従
来
の
役
所
的
な

言
い
回
し
や
馴
染
み
の
薄
い
カ
タ
カ

ナ
語
を
で
き
る
限
り
少
な
く
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
す
べ

て
の
表
現
を
馴
染
み
の
あ
る
表
現
に

言
い
換
え
よ
う
と
い
う
の
で
は
な
く
、

時
と
場
合
に
応
じ
て
使
い
方
を
判
断

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
な
お
、
こ

の
取
り
組
み
で
一
番
求
め
ら
れ
る
の

は
、
職
員
の
意
識
改
革
だ
と
考
え
て

い
る
。

上
村
雄
二
郎
議
員

（
無
所
属
）



７

一般質問

平成２０年８月１５日

楽しい読書の時間（網津小学校にて）

小中学校の教材・図書の充実を

小
中
学
校
の
教
材
・
図
書

の
充
実
を 

福
田
議
員　

文
科
省
は
、
国
が
全
国

の
市
町
村
に
交
付
税
と
し
て
財
政
措

置
し
た
教
材
費
や
図
書
購
入
費
が
ど

う
使
わ
れ
て
い
る
か
実
態
調
査
を
行

い
、
そ
の
結
果
を
発
表
し
て
い
る
。

そ
れ
を
見
る
と
教
材
費
で　

％
、
図

３４

書
購
入
費
で　

％
が
目
的
外
に
使
わ

２２

れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
。
本
市
で
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

山
内
教
育
部
長　

交
付
税
措
置
に
対

す
る
教
材
費
の
予
算
措
置
率
は　

・
５７

４
％
で
、
図
書
購
入
費
で
は
１
２
６

％
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
財
政

事
情
の
厳
し
い
中
、
教
材
費
の
１
０

０
％
予
算
化
は
実
施
し
て
い
な
い
が
、

市
単
独
事
業
と
し
て
「
そ
ろ
ば
ん
の

時
間
派
遣
事
業
」
な
ど
特
色
あ
る
取

り
組
み
を
行
い
、
宇
土
小
、
網
津
小

改
築
を
は
じ
め
学
校
施
設
の
耐
震
化

事
業
な
ど
教
育
環
境
整
備
の
充
実
に

努
め
て
い
る
。

福
田
議
員　

市
単
独
事
業
や
学
校
施

設
の
整
備
な
ど
、
そ
の
努
力
は
評
価

す
る
が
、
そ
の
こ
と
を
理
由
に
教
材

費
を
１
０
０
％
予
算
化
し
て
い
な
い

こ
と
を
認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

予
算
を
増
や
し
教
材
の
充
実
を
は
か

り
、
図
書
に
つ
い
て
も
早
期
に
国
が

決
め
た
各
学
校
の
蔵
書
数
の
基
準
を

達
成
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

山
内
教
育
部
長　

今
後
は
学
校
教
材

の
整
備
に
つ
い
て
も
十
分
な
予
算
措

置
に
努
め
て
い
く
。
ま
た
、
学
校
図

書
の
国
基
準
に
つ
い
て
は
、
地
域
、

保
護
者
を
含
め
た
関
係
者
の
理
解
増

進
に
努
め
な
が
ら
、　

年
度
ま
で
全

２３

校
目
標
達
成
に
向
け
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

水
道
料
金
の
値
上
げ
を
せ

ず
経
営
の
健
全
化
を 

福
田
議
員　

水
道
会
計
は
４
年
続
け

て
赤
字
経
営
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の

主
な
原
因
は
、
配
水
池
か
ら
送
水
さ

れ
た
水
の
う
ち
、
毎
日
２
千
ト
ン
近

く
が
各
家
庭
に
届
か
ず
途
中
で
漏
水

し
て
い
る
。
そ
の
た
め
水
不
足
が
生

じ
、
水
道
企
業
団
よ
り
１
千
ト
ン
追

加
購
入
し
て
い
る
。
こ
れ
が
受
水
費

を
増
や
し
赤
字
と
な
っ
て
い
る
。
水

道
料
金
の
値
上
げ
を
せ
ず
経
営
の
健

全
化
を
図
る
た
め
に
は
、
一
日
も
早

く
漏
水
問
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
市
の
対
策
は
。

久
多
見
建
設
部
長　

漏
水
の
主
な
原

因
で
あ
っ
た
石
綿
管
の
改
修
工
事
が

　

年
度
に
終
了
し
、
有
収
率
１
・
７

１９％
、
有
効
率
５
・
２
％
が
向
上
し
た

が
、
未
だ　

％
が
不
明
水
と
な
っ
て

１６

い
る
。
地
盤
面
下
の
漏
水
箇
所
を
特

定
す
る
調
査
方
法
の
見
直
し
を
図
り
、

よ
り
一
層
、
漏
水
対
策
の
強
化
に
努

め
収
益
性
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
健

全
経
営
を
目
指
し
た
い
。

福
田
慧
一
議
員

（
日
本
共
産
党
）



８

一般質問

うと市議会だより　第２２号

運動公園グラウンド東側の新幹線高架橋

新幹線高架橋下に駐車場の確保を

宇
土
市
の
歴
史
的
人
物
の

顕
彰
に
つ
い
て 

九
谷
議
員　

国
、
県
や
宇
土
市
に
功

績
を
残
し
た
歴
史
的
人
物
を
讃
え
、

末
永
く
語
り
継
ぐ
顕
彰
制
度
や
先
人

の
達
徳
、
遺
品
を
収
集
保
存
し
、
さ

ら
に
は
展
示
公
開
す
る
た
め
の
既
存

の
公
共
施
設
も
し
く
は
民
間
施
設
を

活
用
し
た
顕
彰
館
の
設
置
に
つ
い
て
。

山
内
教
育
部
長　

宇
土
市
に
は
郷
土

を
代
表
す
る
先
人
が
数
多
く
お
ら
れ

る
。
宇
土
城
主
小
西
行
長
、
そ
れ
に

小
西
行
長
の
養
女
と
な
っ
た
お
た
あ

ジ
ュ
リ
ア
、
こ
の
ジ
ュ
リ
ア
に
関
し

て
は
、
現
在
、
熊
日
の
夕
刊
に
連
載

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
天
草
四
郎
は
島

原
天
草
の
乱
で
有
名
で
あ
る
。
吉
良

上
野
介
の
額
の
傷
を
治
し
た
の
は
宇

土
市
栗
崎
出
身
の
南
蛮
医
栗
崎
道
喜

の
子
孫
で
あ
り
、
宇
土
細
川
家
の
六

代
当
主
細
川
興
文
や
八
代
横
綱
不
知

火
諾
右
衛
門
な
ど
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。
明
治
以
降
は
、
細
川
行
真
、

上
羽
勝
衛
、
嘉
悦
孝
子
、
小
畑
惟
清

を
は
じ
め
と
し
て
政
治
・
経
済
・
教

育
関
係
に
数
多
く
お
ら
れ
る
。
明
治

時
代
以
降
の
方
に
つ
い
て
は
、
本
年

発
刊
の
『
新
宇
土
市
史
通
史
編
第
三

巻
』
の
中
に
人
物
コ
ラ
ム
と
し
て
、

約　

名
の
人
と
な
り
に
つ
い
て
収
録

３０
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
今

後
も
機
会
あ
る
ご
と
に
公
開
活
用
を

は
か
り
、
市
内
外
に
Ｐ
Ｒ
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

新
幹
線
高
架
橋
下
の
駐
車

場
利
用
に
つ
い
て 

九
谷
議
員　

運
動
公
園
駐
車
場
は
、

大
会
が
重
複
し
た
場
合
、
駐
車
場
が

不
足
し
て
い
る
が
、
新
幹
線
高
架
橋

下
を
駐
車
場
に
利
用
し
て
は
ど
う
か
。

山
内
教
育
部
長　

高
架
橋
下
の
現
況

は
、
公
園
用
地
が
幅
８
ｍ
、
長
さ
２

０
０
ｍ
で
、
駐
車
場
と
し
て
利
用
す

る
場
合
、
若
干
狭
く
、
Ｊ
Ｒ
用
地
で

あ
る
幅
３
ｍ
、
長
さ
２
０
０
ｍ
の
借

用
や
進
入
口
及
び
出
口
等
の
整
備
が

必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

今
後
の
利
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
議

員
提
案
の
駐
車
場
利
用
も
含
め
、
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
新
幹
線
高
架
橋
下
を
駐
車
場

と
し
て
利
用
し
た
場
合
、
約　

台
の

８０

駐
車
が
可
能
で
あ
る
。

九
谷
新
吾
議
員

（
無
所
属
）



９ 平成２０年８月１５日

杉本信一委員長

　

６
月　

日
に
総
務
市
民
委
員
会
、　

日
に
経
済
建
設
委
員
会
、　

日
に
文
教

１６

１７

１８

厚
生
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
議
案
等
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

山村保夫委員長

総
務
市

総
務
市
民民

総
務
企
画
部
・
市
民
環
境
部
・
そ
の
他
を
所
管

経
済
建

経
済
建
設設

経
済
部
・
建
設
部
・
農
業
委
員
会
を
所
管

報告委員会

　

経
済
建
設
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た

議
案
に
つ
き
ま
し
て
、
去
る
６
月　

日
、
本
委

１７

員
会
を
開
催
し
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
付
託
さ

れ
ま
し
た
案
件
は
、
予
算
関
係
２
議
案
、
専
決

処
分
の
報
告
及
び
承
認
関
係
１
議
案
、
そ
の
他

１
議
案
で
あ
り
ま
す
。

　

議
案
等
の
審
査
の
過
程
に
お
い
て
論
議
さ
れ

ま
し
た
主
な
も
の
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
終
末
処
理
場
の
建
設
工
事
委
託

を
日
本
下
水
道
事
業
団
と
随
意
契
約
し
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
体
制
を
見
直
し
直
営
で
工

事
監
理
は
で
き
な
い
の
か
と
の
意
見
が
以
前
か

ら
あ
っ
て
い
る
。
特
に
管
理
棟
の
耐
震
補
強
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
改
築
工
事
で
あ
る
な
ら
ば
、

日
本
下
水
道
事
業
団
に
委
託
し
な
く
て
も
、
他

の
建
設
業
者
で
工
事
施
工
で
き
る
と
思
わ
れ
る

た
め
、
一
般
競
争
入
札
を
行
う
べ
き
で
は
な
い

か
と
の
質
疑
に
対
し
、
執
行
部
か
ら
、
下
水
道

処
理
場
の
持
つ
特
殊
性
を
踏
ま
え
た
上
で
、
日

本
下
水
道
事
業
団
以
外
に
委
託
で
き
る
か
ど
う

か
、
研
究
し
報
告
し
た
い
と
思
い
ま
す
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
が
、
論
議
さ
れ
た
主
な
内
容
で
す
が
、

本
委
員
会
に
付
託
を
受
け
ま
し
た
議
案
に
つ
い

て
は
、
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
承
認
及
び

可
決
、
ま
た
陳
情
第
２
号
に
つ
い
て
は
、
全
会

一
致
で
採
択
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

総
務
市
民
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た

議
案
に
つ
き
ま
し
て
、
去
る
６
月　

日
、
本
委

１６

員
会
を
開
催
し
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
付
託
さ

れ
ま
し
た
案
件
は
、
条
例
関
係
１
議
案
、
予
算

関
係
１
議
案
、
専
決
処
分
の
報
告
及
び
承
認
関

係
４
議
案
、
そ
の
他
１
議
案
で
あ
り
ま
す
。

　

議
案
等
の
審
査
の
過
程
に
お
い
て
論
議
さ
れ

ま
し
た
主
な
も
の
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
、
ふ
る
さ
と
宇
土
応
援
寄
附
金
が
予
算

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
寄

附
を
募
る
の
か
と
の
質
疑
に
対
し
、
執
行
部
か

ら
、
ふ
る
さ
と
メ
ー
ル
や
広
報
う
と
、
ま
た
、

熊
本
県
の
東
京
事
務
所
や
大
阪
事
務
所
等
に
チ

ラ
シ
を
置
か
せ
て
も
ら
う
な
ど
、
今
後
、
積
極

的
に
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
昨
年
、
国
の
ア
ス
ベ
ス
ト
の
基
準
が

改
正
さ
れ
、
新
た
に
３
種
類
の
成
分
の
追
加
と

含
有
率
の
規
制
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
で
、
平
成

　

年
度
に
調
査
し
た
公
共
施
設
を
再
調
査
す
る

１７た
め
、
ア
ス
ベ
ス
ト
分
析
委
託
料
と
し
て　

万
７０

円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
施
設
が
対
象

と
な
る
の
か
と
の
質
疑
に
対
し
、
執
行
部
か
ら
、

旧
長
浜
保
育
園
、
西
部
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

市
民
会
館
、
図
書
館
、
市
民
体
育
館
、
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
、
下
水
処
理
場
、
網
津
第
２
排
水

機
場
、
網
田
排
水
機
場
、
健
康
福
祉
館
、
緑
川

小
学
校
、
鶴
城
中
学
校
の　

施
設
で
あ
る
と
の

１２

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
再
調
査
で
基
準

を
超
え
て
い
た
場
合
は
、
ど
の
よ
う
な
処
置
を

す
る
の
か
と
の
質
疑
に
対
し
、
執
行
部
か
ら
、

ア
ス
ベ
ス
ト
の
除
去
ま
た
は
封
じ
込
め
工
事
を

行
う
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
が
、
論
議
さ
れ
た
主
な
内
容
で
す
が
、

本
委
員
会
に
付
託
を
受
け
ま
し
た
議
案
に
つ
い

て
は
、
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
承
認
及
び

可
決
い
た
し
ま
し
た
。
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付
託
さ
れ
ま
し
た
案
件
は
、
条
例
関
係
３
議

案
、
予
算
関
係
１
議
案
、
専
決
処
分
の
報
告
及

び
承
認
関
係
３
議
案
、
そ
の
他
１
議
案
で
あ
り

ま
す
。

　

議
案
等
の
審
査
の
過
程
に
お
い
て
論
議
さ
れ

ま
し
た
主
な
も
の
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
４
月
１
日
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が

ス
タ
ー
ト
し
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
い
ろ
ん
な
苦

情
等
が
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
宇
土
市
に
お
い

て
今
ま
で
に
苦
情
等
は
あ
っ
て
い
る
の
か
と
の

質
疑
が
あ
り
、
執
行
部
か
ら
４
・
５
月
の
苦
情

等
件
数
に
つ
い
て
、
４
月
は
１
５
５
件
（
内
訳

は
税
関
係
が　

件
・
徴
収
関
係　

件
・
制
度
全

２５

１４

般
１
１
６
件
）、
ま
た
、
５
月
は　

件
（
内
訳

１７

は
税
関
係
が
５
件
・
徴
収
関
係
３
件
・
制
度
全

般
９
件
）、
４
月
・
５
月
合
計
で
１
７
２
件
の

苦
情
等
が
あ
っ
て
お
り
ま
す
。
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　

次
に
、
教
育
立
市
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し

て
、
教
育
委
員
会
で
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

教
育
立
市
プ
ラ
ン
策
定
を
行
う
と
い
う
説
明
が

あ
っ
た
が
、
教
育
委
員
会
だ
け
で
作
成
す
る
の

で
は
な
く
、
今
の
時
点
で
裾
野
を
広
げ
て
、
関

係
す
る
機
関
及
び
団
体
な
ど
、
い
ろ
ん
な
方
々

に
参
画
を
し
て
い
た
だ
き
、
い
ろ
ん
な
角
度
か

ら
「
教
育
」
に
つ
い
て
論
議
を
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
漠
然
と
教
育
委
員
会
が
プ
ラ
ン
を

作
っ
て
、
出
来
上
が
っ
て
し
ま
っ
て
こ
う
い
う

こ
と
を
や
り
ま
す
よ
と
言
う
こ
と
に
な
る
と
、

進
展
し
な
く
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
可
能
性
が

あ
る
。
そ
の
点
を
考
慮
し
て
、
最
初
か
ら
市
民

の
方
々
を
巻
き
込
ん
で
お
く
仕
掛
け
が
必
要
で

は
な
い
か
。
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
が
、
論
議
さ
れ
た
主
な
内
容
で
す
が
、

本
委
員
会
に
付
託
を
受
け
ま
し
た
議
案
に
つ
い

て
は
、
全
員
異
議
な
く
全
会
一
致
で
原
案
の
と

お
り
承
認
及
び
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

　

６
月　

日
、
本
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、
現

１０

在
ま
で
の
取
り
組
み
状
況
お
よ
び
国
土
交
通
省

熊
本
河
川
国
道
事
務
所
と
の
協
議
内
容
に
つ
い

て
、
執
行
部
よ
り
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
用
地
取
得
の
状
況
と
し
て
、
熊
本
市

に
お
い
て
は
前
回
報
告
数
値
か
ら
変
化
は
な
く
、

宇
土
市
で
は
面
積
ベ
ー
ス
で
１
４
０
０
㎡
増
、

１
・
２
％
の
伸
び
率
、
地
権
者
ベ
ー
ス
で
は
２

人
増
、
２
・
３
％
の
伸
び
率
と
若
干
の
進
捗
が

あ
っ
て
い
る
。
工
事
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
平

成　

年　

月　

日
か
ら
平
成　

年
３
月　

日
ま

１９

１２

１３

２０

２８

で
の
工
期
で
笹
原
地
区
の
一
部
に
つ
い
て
、
地

盤
改
良
、
用
排
水
路
付
け
替
え
工
事
を
行
い
完

了
し
て
い
る
。
平
成　

年
度
予
算
か
ら　

年
度

１９

２０

へ
の
繰
越
に
つ
い
て
は
、
用
地
費
予
算
７
８
０

０
万
円
、
工
事
費
予
算
１
億
１
千
万
円
と
な
っ

て
い
る
。
橋
梁
タ
イ
プ
に
つ
い
て
は
、
橋
梁
検

討
委
員
会
で
概
ね
合
意
を
得
て
お
り
、
現
在
、

河
川
と
の
事
前
協
議
を
進
め
て
い
る
が
、
ま
だ

公
表
で
き
る
段
階
に
は
な
い
。
平
成　

年
度
予

２０

算
に
つ
い
て
は
、　

億
円
の
事
業
費
が
つ
い
て

１１

い
る
が
、
ガ
ソ
リ
ン
税
等
の
暫
定
税
率
の
問
題
、

道
路
特
定
財
源
の
問
題
等
で
予
算
の
確
定
が
遅

れ
た
た
め
、
事
業
の
執
行
に
つ
い
て
は
手
付
か

ず
の
状
況
に
あ
り
、
今
後
、
計
画
的
に
進
め
て

い
き
た
い
と
の
説
明
が
執
行
部
よ
り
あ
り
ま
し

た
。

　

以
上
の
報
告
を
踏
ま
え
、
委
員
会
で
論
議
さ

れ
ま
し
た
主
な
内
容
と
し
て
、
三
角
町
か
ら
天

草
市
へ
の
県
施
工
区
間
は
、
熊
本
・
三
角
間
の

国
施
工
区
間
よ
り
も
進
捗
し
て
い
る
状
況
で
、

天
草
へ
の
ル
ー
ト
が
三
角
西
港
辺
り
か
ら
橋
梁

で
結
ぶ
ル
ー
ト
に
計
画
変
更
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
れ
ば
、
城
塚
・
網
田
間
の
ル
ー
ト
に
ど

の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
、
熊
本
天
草
幹
線

道
路
期
成
会
が
一
体
と
な
っ
た
ル
ー
ト
の
調
整

が
必
要
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
取
り
組
み
と
い
た
し
ま
し
て
、
７
月

中
旬
に
熊
本
県
、
国
交
省
熊
本
河
川
国
道
事
務

所
、
同
九
州
地
方
整
備
局
。
ま
た
、
国
交
省
本

省
及
び
地
元
選
出
衆
参
国
会
議
員
へ
の
要
望
活

動
を
行
っ
て
い
く
と
共
に
、
熊
本
宇
土
道
路
の

１
日
も
早
い
本
線
の
着
工
と
橋
梁
建
設
、
そ
し

て
網
田
・
城
塚
間
の
整
備
区
間
へ
の
格
上
げ
を

強
く
要
望
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
要
望
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
、

網
田
地
区
で
地
域
高
規
格
道
路
（
城
塚
〜
網
田

区
間
）
整
備
促
進
期
成
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、

熊
本
県
、
国
交
省
熊
本
河
川
国
道
事
務
所
、
同

九
州
地
方
整
備
局
へ
の
要
望
活
動
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
年
度
は
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
取
り

組
み
と
す
る
た
め
に
、
本
特
別
委
員
会
と
整
備

促
進
期
成
会
が
一
緒
に
な
っ
て
、
要
望
活
動
を

行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

岩本廣海委員長

九谷新吾委員長

地
域
高
規
格
道
路
促
進
等
対
策
特
別
委
員
会
報

地
域
高
規
格
道
路
促
進
等
対
策
特
別
委
員
会
報
告告

文
教
厚

文
教
厚
生生

健
康
福
祉
部
・
教
育
委
員
会
を
所
管

報告委員会



１１ 平成２０年８月１５日

　平成２０年第２回宇土市議会定例会議決結果一覧　
【市長提出議案】

付託委員会議決の結果議決月日提案月日件　　　名番号

総務市民
経済建設
文教厚生

原案承認６月２４日６月９日
専決処分の報告及び承認を求めることについて
　専決第３号　平成１９年度宇土市一般会計補正予算（第７号）

について
第４７号

文教厚生〃〃〃
専決処分の報告及び承認を求めることについて
　専決第４号　平成１９年度宇土市国民健康保険特別会計補正予

算（第６号）について
第４８号

〃〃〃〃
専決処分の報告及び承認を求めることについて
　専決第５号　平成１９年度宇土市老人保健医療特別会計補正予

算（第３号）について
第４９号

総務市民〃〃〃
専決処分の報告及び承認を求めることについて
　専決第７号　宇土市手数料条例の一部を改正する条例につい

て
第５０号

〃〃〃〃専決処分の報告及び承認を求めることについて
　専決第８号　宇土市税条例の一部を改正する条例について第５１号

〃〃〃〃
専決処分の報告及び承認を求めることについて
　専決第９号　宇土市国民健康保険税条例の一部を改正する条

例について
第５２号

〃原案可決〃〃ふるさと宇土応援寄附金条例について第５３号

文教厚生〃〃〃宇土市児童センター条例の一部を改正する条例について第５４号

〃〃〃〃宇土市重度心身障害者医療費助成に関する条例の一部を改正す
る条例について第５５号

〃〃〃〃うと教育の日を定める条例について第５６号

経済建設〃〃〃宇土市公共下水道宇土終末処理場の建設工事委託に関する協定
（その７）の締結について第５７号

総務市民〃〃〃熊本県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少
及び規約の一部変更について第５８号

文教厚生〃〃〃熊本県後期高齢者医療広域連合を組織する地方公共団体の数の
減少及び規約の一部変更について第５９号

総務市民
経済建設
文教厚生

〃〃〃平成２０年度宇土市一般会計補正予算（第１号）について第６０号

経済建設〃〃〃平成２０年度宇土市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）
について第６１号

原案同意〃６月２４日宇土市監査委員の選任について第６２号

【議員提出議案】

議決の結果議決月日提案月日件　　　名番号

原案可決６月２４日６月２４日国による公的森林整備の推進と国有林野事業の健全化を求める
意見書

発議
第４号

【報告】

報告月日件　　　　　　名報告番号

６月９日平成１９年度宇土市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について第３号

６月９日平成１９年度宇土市公共下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書の報告につい
て第４号

６月９日平成１９年度宇土市介護保険特別会計繰越明許費繰越計算書の報告について第５号

６月９日宇土市土地開発公社の経営状況の報告について第６号

６月９日専決処分の報告について
　専決第６号　損害賠償額の決定について第７号

　平成２０年第２回定例会陳情議決結果　

議決結果付託委員会　陳　情　の　件　名受理番号

採択経済建設「国による公的森林整備の推進と国有林野事業の
健全化を求める意見書」提出を求める陳情

平成２０年
２陳　情
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　市のホームページで、本会議の議事録を公開して
おります。
　公開内容は、本会議（定例会・臨時会）の議事録で
す。
［アドレス］http://www.city.uto.kumamoto.jp

　本会議の議事録（冊子）は、市情報公開コーナー
（市役所１階ロビー）、市立図書館で閲覧できます。
　なお、平成２０年第２回定例会の議事録は、次回、
平成２０年第３回定例会以降、閲覧可能です。

◎生中継（ライブ放送）
　議会開会中、本会議（定例会・臨時会）の模様を
生中継で市役所１階ロビー・網津支所・網田支所に
設置されているテレビモニターでご覧になれます。

［お問い合せ］０９６４－２２－１１１１　内線２６１１

市議会 かか らら のの お 知 らせ解

廻

塊

快

回回回回回回回回回回回回回回回回回回

回回回回回回回回回回回回回回回回回回

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

編 集 後 記
　今回の表紙の写真は、7月21日に開催
された「こんにちは熊日ですイン宇土」
でのイベントの模様です。今年は、市制
施行50周年を記念して、「子ども議会」
や「大相撲宇土場所」など、さまざまな
イベントが開催されます。みなさんのお
越しをお待ちしています。
　さて、6月定例会は、市の花アジサイ
を議場に設置し、17件の議案を慎重に審
議可決しました。アジサイに囲まれた議
場の写真がないのが残念ですが、来年の
6月定例会も設置を予定していますので、
一度、議場に足を運んでみませんか。

編集委員会　

お詫びと訂正
　うと市議会だより（５月１５日号）において誤りがありました。お詫びして訂正します。

　７頁　西山宗孝議員の所属会派名が無所属となっておりましたが、新世紀クラブの誤りです。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
小
・
中
学
校
の
代
表
者
が
、

身
近
な
問
題
か
ら
自
分
た
ち
が
暮
ら
す
地
域
の
諸

問
題
や
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
子
ど
も

の
自
由
な
発
想
や
視
点
か
ら
捉
え
た
質
問
や
意
見

を
発
表
し
、
模
擬
市
議
会
を
体
験
す
る
と
と
も
に
、

市
と
し
て
も
子
ど
も
た
ち
か
ら
出
さ
れ
た
提
案
や

要
望
な
ど
を
今
後
の
市
政
運
営
に
活
用
す
る
た
め
、

ま
た
、
行
政
や
市
議
会
の
仕
組
み
を
学
ぶ
場
と
し

て
、
ま
た
、
地
域
の
問
題
・
課
題
に
目
を
向
け
、

自
ら
の
考
え
を
主
体
的
に
表
明
す
る
な
ど
、
宇
土

市
の
将
来
を
背
負
っ
て
立
つ
子
ど
も
た
ち
の
貴
重

な
体
験
の
場
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
す
る
も

の
で
す
。

　

子
ど
も
議
会
は
、
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
席
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

日　

時　

平
成　

年
８
月　

日
画　

午
後
２
時
〜

２０

２２

場　

所　

宇
土
市
議
会
議
場

宇
土
市
市
制
施
行　

周
年
記
念
事
業

５０

『
子
ど
も
議
会
』
を
開

『
子
ど
も
議
会
』
を
開
催催
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月定例会会期日程９

質問内容を検討する子ども議員

　総務市民委員会１１日　開　会３日
　経済建設委員会１２日　特別委員会４日
　閉　会１９日　質疑・一般質問５、８、９日

　文教厚生委員会１０日

（会期１７日間）




